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学校教育目標 
喜んで登校し 

生き生きと学び 活動し 

満足して下校する 学校の創造 
  

新年明けましておめでとうございます 
 

 令和３年が始まりました。今年も、西彼北小学校

１５３名の子供たちの健やかな成長と幸せを願っ

て、職員一同力を合わせて教育活動を推進してい

きたいと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本年も変わらぬご支

援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 １月１２日の始業式の日に、校長講話として「努

力の壺」の話を子供たちにしました。 
 

「努力の壺」 
 
人が「何か始めよう」とか、「今までできなかったことをやろう」と思った時、神様から努力の壺をも

らうそうです。その壺には、いろいろな大きさがあって、人によっては、時には大きいものやら小さいも

のやらいろいろあるそうです。そして、問題なのは、その壺は、その人には見えないということです。 

 でも、その人が壺の中に、一生懸命「努力」を入れていくと、努力が少しずつたまっていって、いつか

壺があふれる時に、できなかったことができるようになるし、見えない壺の大きさが分かるというので

す。 

 壺の大きさが見えているならば、あとどれくらいが分かって、やりやすいのですが、残念ながら、壺は

見えないそうです。 

 しかし、休ますにあきらめずに、壺の中に努力を入れていけば、いつか、必ず出来る時が来るそうです。 
 

 

あと少しでできるのに、それまで続けていた努力をあきらめてしまうのは大変もったいないことです。西

彼北小学校の子供たちには、もしかしたら我々大人もそうかもしれません、ぜひ、努力を続ける３学期にし

ていってほしいと思っています。 

 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止について 

 １２月２３日付の保護者宛文書にて、感染拡大を防ぎ、児童の安心・安

全を守るために、正確な情報を把握し対応する必要があることから、下記

の状況に該当される場合は、学校まですみやかに連絡をお願いしていると

ころです。 

 ●同居されているご家族及び児童本人が、濃厚接触者と判断された場合 

 ●同居されているご家族及び児童本人が、ＰＣＲ検査等を受けることに 

なった場合（検査結果についても、判明次第ご連絡願います） 

 ●同居されているご家族及び児童本人の感染が確認された場合 

 なお、感染者やその家族等に対する差別や偏見、誹謗中傷等を行うのではなく、衛生管理を徹底し、さら

なる感染を防いでいきましょう。また、身の周りに、差別等につながる言動があったときには、同調せず、

「そんなことはやめよう。」と声をあげてください。人の優しさは、ウイルスとの闘いの強い武器になりま

す。ご家庭でも、子供たちが感染症への正しい理解のもと、適切に行動できるよう、ご協力をお願いいたし

ます。  


